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【情報提供】
既設ダムの運⽤⾼度化の取組について
（発電に資する後期放流活⽤操作）

資料ー４
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ハイブリッドダムとは
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ハイブリッドダムとは



3

今出⽔期より試⾏運⽤を開始する後期放流活⽤操作イメージ

↑
貯
⽔
位

⽔位維持 ⽔位上昇 ⽔位維持

洪⽔調節終了後、容量を確保するため、
速やかに⽔位低下させる。

⽔位低下

▽制限⽔位

時間

↑
貯
⽔
位

⽔位維持 ⽔位低下⽔位上昇

▽試験⽔位

⽔位低下

活⽤容量▽制限⽔位 洪⽔調節後の後期放流は試験
⽔位を⽬標に⽔位低下させる

発電による後期放流で制限⽔
位まで低下させる

⽔位維持

後期放流

⽔位維持

後期放流従来の洪⽔後のダム操作イメージ

後期放流活⽤操作イメージ

時間

 R6年度出⽔期より、開始条件と降⾬予測（⼤⾬予測がないことなど）の状況を考慮し、活⽤操作を⾏います
 ただし、実施中にまとまった降⾬が予測される場合、速やかに制限⽔位まで下げ、ダムの容量を確保します
 ⼀時的にゲート放流停⽌後の制限⽔位超過が発⽣します


